
 
 

 
   

 

新年を迎えて 
みずき野町内会    
会長 佐々木 保昌 

消防出初め式、どんど焼、未来を担う若人の成長を祝う成人式など、新年の恒例行事が恙なく

挙行され、街にも平静の暮らしが戻ってまいりましたが、皆様にはご壮健のみぎり、慶賀の至り

と存じ上げます。 
 
昨年 12 月 10 日、および、25 日に、みずき野で起こっていることに関心を持って、主体的に   

町内会活動に参加していだくことが今のみずき野にはとても大切ではないかという町内会   

からのお便りを全戸配布しました。 
 
ご存知のとおり、昨年度、町内会では“三世代が安心･安全に住み続けることができる街づくり”

を命題として、一人でも多くの住民が主役として参加する夏祭り、地域住民がお互いに見守り  

あう福祉協力員制度、有事の場合に援けあう自主防災組織など、新しい試みをスタートする   

とともに、気軽に立ち寄れる集会所の改修など環境の改善も進行しています。 
新しい試み、環境の改善はいずれも変革の端緒にありますが、成功するかどうかは、住民の  

皆様が街のことに関心を持ち主体的に参加することが鍵になり、試みが成功することでみずき野

の将来は大きく変わると信じています。 
 
昨年お子様が誕生し家族が増えたご一家に心よりお祝い申し上げますとともに、新しく   

みずき野に引越しておいでのご家族を歓迎いたします。 
また、残念ながら昨年鬼籍に入られた方々のご冥福を衷心よりお祈り申し上げます。 
平成 25 年度は住民がお互いをもっと身近に感じることができる年になることを切に願い   

新年のご挨拶とさせていただきます。 
皆様に素晴らしいご幸福が訪れますよう、お祈りいたします。 
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文化財公園から見た初日の出 
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多数の住民参加を得て正月イベントを開催しました 
1月12日は特別な日になりました 

今年も恒例のどんど焼、餅つき・とん汁の振る舞い、ティーふれによる

喫茶室が盛大に開催されました。今年は更に、生協３社とリフォーム業

者をお招きし、住民参加型の新年にふさわしい行事を催しました。賀詞

交歓会では例年を上回る皆様にお集まり頂きました。楽しく有意義な 

時間を過ごせたとお褒めの言葉も頂き、来年はより一層充実したいと  

願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

生協３社、リフォーム業者のフェア 

みずき野からスーパーマーケットが撤退し、高齢化が進む中、買い物           

に不便を感じる方の声が聞こえる様になりました。町内会でも無店舗販売・

宅配・移動販売など、様々な解決策を摸索する中、実際の販売状況を実感

していただきたく、生協３社の商品を紹介するフェアを開催しました。訪れた

皆様からは「生協は食料品の販売にとどまらず、日用雑貨、衣料品など

の取り扱い製品が増えている」と驚きの声がありました。今回のフェアを   

きっかけに、買い物難民を予防する解決策の検討を促進していき    

たいと考えています。また、昨年に引き続き、みずき野にご縁がある     

リフォーム業者にも出展していただき、住民の相談に乗っていただき  

ました。今後も折に触れて、このようなフェアを開催する予定です。 

 

 

賀詞交歓会 

昨年に引き続き、横瀬守谷市保健福祉部長様をはじめ多くの 

来賓を迎えて賀詞交歓会が開催されました。参加者の名札と  

顔を確認しながら地域で起こる様々な事を話題に旧交を温めて

いただく場になりました。 今年はより多くの方が気軽に参加でき

るように談話・休憩コーナーを設けました。今後も皆様のご意見を

いただき更に参加し易い会にしていきたいと思います。 賀詞交歓会 

餅つき･とん汁の振る舞い 

どんど焼き 

リフォーム業者相談･生協宅配移動販売 
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みずき会 

会長 霞 隆男  
みずき野に在住する“６０歳以上で入会を希望する

者”であれば、男女を問わず誰でもが加入出来る   
シニアの会。それが「みずき会」であり、現在３００名を
超える会員が所属しています。「みずき会」について
は、毎年２回（4 月、10 月）町内会回覧板でＰＲしていま
すが、まだまだ存在が知られていないようです。 
一方、入会される方の動機は様々ですが、最近は、

囲碁・将棋・カラオケ・ソフトボール・テニス等など   
幅広いジャンルに１５を数えるサークルがあること  
から、サークル活動が目的の方も多くなっています。 
会員に拘泥せず活発に行われている“県人会”出席を   
機会に入会される方も見られます。 
会のイベントには、春（日帰り）秋（宿泊）の旅行、 

各種講演会、忘年会、守谷市老人クラブ主催スポーツ
大会などが挙げられますが、これらは年間計画に  
基づき、開催都度参加者を募集します。 
 又、各サークルの活動は自分達の趣味趣向の範囲
に止まらず町内会活動への協力も積極的です。   
例えば、毎月２回守谷市の広報誌や配布資料を   
各班長さん宅へお届けするボランティアサークル。  
秋のソフトボール大会では実行委員の中心となって 
運営に当たるソフトボールクラブ。防犯連絡員協議会
みずき野支部にも多くの会員が所属し防犯活動の  
取り組みに協力しています。 
 以上「みずき会」の概略を記しましたが、より具体的
には、遠慮なく役員に照会又はみずき会ホームページ
をご覧下さい。（入会申込書は町内会事務所に常備し
ています） 
＜みずき会ホームページアドレス： 

http://mizukikai.ii-sites.com/mizukikai＞ 

ポケットの会 

会長 原田 節子 
ポケットの会は班長、役員経験者から「自分たちの住

む町は自分たちできれいにしょう！」と言う思いの有志
が集まり平成１０年にスタートしたボランティアの団体 
です。 

「町内会傘下」の立場で道路や公園の清掃（ごみ拾
い、樹木の剪定、落ち葉掃き）作業、戸頭駅みずき野側
ロータリーのタイルが剥がれた箇所の修復作業等   
の活動を行いながら、調整池周辺の花壇の整備にも  
取り組んでいます。 
 平成１７年には第２調整池周辺の花壇化に向けて  
県の助成を受けたことをきっかけに現在の花壇が   
できました。 
第１、第２調整池周辺ともにポケットの会だけでは手

が回らず近くにお住まいの皆さんの協力があって今の 
花壇になりました。 
みずき野住民の皆様から花苗を提供して頂いたり、 

公園の里親として市役所より援助を頂いたりしながら 
会員の地道な作業の積み重ねの成果で道行く人たちか
ら感謝されるようなお花がいっぱいの花壇になりました。 
尚、正月行事の「餅つき」はポケットの会での「餅つき

大会」から町内会主催行事へと移行したものです。 
会員は現在 約３０名で活動していますが花壇の面積

が広い為「手」が足りない時があります。誰でも出来る作
業ですので多くの方々の参加をお待ちしています。   
誰かが作業している時にいつでも声を掛けてください。   
是非ご一緒しましょう！ 

 

 
寒さ本番前のパンジー植栽 

 
春の日帰り旅行(予科練平和記念館と潮来方面) 
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＜みんなの幸せ、みんなで築こう：その７＞       みずき野の明るい未来をひらくために 
                      ～～あなたに出来ることは?～～ 

 
新年おめでとうございます。 

２１世紀のファーストクオーターである２０２５年、あと１１年先のことになりますが、この  

２０２５年は団塊の世代が後期高齢者入りする年であることから、急速に進む高齢化の象徴的な

年であり、２０２５年問題といわれることもあります。日本の少子高齢化は世界で類を見ないよ

うな速度で進んでおり２０年

前の１９９５年に生産年齢人

口（１５～６４歳）4.8 人で一

人の高齢者（65 歳以上）を支

えていたのに対し、2025 年に

は 1.9 人で一人の高齢者を支

えることになると厚労省の白

書は伝えています。高齢化に

伴う諸問題が山のような津波

となって押し寄せてくるのは避けることができない日本の現実です。 
我がまち、みずき野ももちろん例外ではありません。手をこまねいて、今手を打たなければ 10 年

後のみずき野がどうなっているか想像に難くないはずです。 
介護保険制度や地域医療の充実など行政の施策ももちろん重要ですが一番期待されているのは 

地域で支え合う仕組みを地域自身が作り上げていくことです。 
わかっているけど個人ではどうにもならない、歳をとってきて体も動きにくくなってきた、・・・。 

人は誰でも歳をとり、体の機能は衰えて行きます。しかし、失われたものを悔やむより、残って

いる機能を活かす努力をしてこそこれからの人生を充実したものにしていけるのではないで  

しょうか。 
行政や他人を当てにする前に自分に何ができるか考え、出来る範囲で地域の活動に参加すること

を始めてみませんか。 
みずき野の最大の資源は人です。新しい明日を拓くためにあなたの力を地域のために活用して 

ください。 
そうすることによって明るい 21 世紀のセカンドクオーターをみずき野で迎えられると信じます。 
できる範囲で、少しだけでいいんです。この新春をあなたの地域活動元年にしてみませんか。 
 
 

 編集後記  

明けましておめでとうございます。皆さまはどのような新年を迎えられましたか。 

今年も恒例の初詣を皮切りに町内会活動が始動しました。今年も常に読者の視点で編集してまいりますのでご期

待下さい。また、本紙へのご意見ご感想をお寄せいただければ幸いです。 

このほど編集委員の千々松健さんが転出され、新たに井川美喜男さんが加わりましたのでご紹介いたします。 
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